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はじめに

このマニュアルでは、N1™ Grid Service Provisioning System (Sun N1 SPS)ソフト
ウェアを使用して Oracleデータベースアプリケーションおよびファイルの取得と配備
を行う方法を説明します。

対象読者
このマニュアルの主な対象読者は、Sun N1 SPSソフトウェアに Oracleデータベース
の機能を組み込む Sun N1 SPSソフトウェアのシステム管理者やオペレータなどで
す。これらのユーザーには次の知識が必要とされます。

� Sun N1 SPS製品
� 標準的な UNIX®およびMicrosoft Windowsのコマンドとユーティリティー
� Oracleデータベース製品の一般的な概念と管理機能

お読みになる前に
Sun N1 SPSソフトウェアの使用について十分な知識がない場合は、次のマニュアルを
ご覧ください。

� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1システム管理者ガイド』

� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1オペレーションとプロビジョニングガイ
ド』

� 『Sun N1 Service Provisioning System 5.1リリースノート』
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内容の紹介
第 1章では、プラグインソリューションの概念を説明します。

第 2章では、このプラグインに関する最新のニュースと既知の問題について説明しま
す。

第 3章では、プラグインのインストールと構成方法について説明します。

第 4章では、このプラグインを通してアプリケーションやファイルの入手と配備を行
う方法を説明し、プラグインで提供される特定のコンポーネントタイプについて示し
ます。

第三者の関連Webサイト
このマニュアル内で参照している第三者の URLは、追加の関連情報を提供します。

注 –このマニュアル内で引用する第三者のWebサイトの可用性について Sunは責任
を負いません。Sunは、これらのサイトあるいはリソースに関する、あるいはこれら
のサイト、リソースから利用可能であるコンテンツ、広告、製品、あるいは資料に関
して一切の責任を負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを経由
して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って発生
した (あるいは発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や損失につい
ても、Sunは一切の責任を負いません。

マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。
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Sunのサービス URL 内容

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー
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machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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第 1章

Oracleデータベースプラグインの概要

この章では、Sun N1 Service Provisioning System (Sun N1 SPS)を使用した Oracle
データベースソフトウェアのプロビジョニングに関する一般的な情報を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 9ページの「Oracleデータベースプラグインの目的」
� 10ページの「Oracleデータベースプラグインの内容」
� 10ページの「Oracleデータベースプラグインの使用に伴う要件」
� 10ページの「Oracleデータベースソフトウェアに関するそのほかの情報」

Oracleデータベースプラグインの目的
Sun N1 SPSソフトウェアは、Oracle 9iおよび 10gデータベースソフトウェアを即座
に使用できるようにする高度な機能を備えています。そのため、ユーザーは Oracle
データベースソフトウェアおよびデータベースを簡単にプロビジョニングできます。
Oracleデータベースサポートは、Sun N1 SPS環境に読み込まれる Java™アーカイブ
(JAR)ファイルにパッケージ化されています。Oracleデータベースプラグインは、企
業全体に Oracle 9iおよび 10gデータベースソフトウェアを配備するプロセスを単純
化します。

注 – Oracleデータベースプラグインのこのリリースは、シングルインスタンス環境の
Oracleデータベースソフトウェアだけをサポートしています。Oracle RAC (Real
Application Clusters)のサポートは含まれていません。
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Oracleデータベースプラグインの内容
Oracleデータベースプラグインでは、主な機能として次のことができます。

� Oracleデータベース構成の作成に必要なサポートスクリプトをインストールす
る。

� Oracleデータベースソフトウェアを会社全体にインストールする。
� Oracleデータベースを作成する。

Oracleデータベースプラグインの使用に
伴う要件
Oracleデータベースプラグインは、Linuxや Solaris™システムで動作する Oracle 9i
および Oracle 10gデータベースソフトウェアをサポートします。Oracleデータベース
ソフトウェアの使用に伴う要件の詳細については、Oracleのマニュアルを参照してく
ださい。プラグインを使用するためには、そのほかに次の要件を満たす必要がありま
す。

� Oracle 9i Release 2または 10g Databaseソフトウェアのコピーが、ライセンスされ
た正当なものである。

� Sun N1 SPS環境がインストールされている。

� Oracleデータベースソフトウェアを次のいずれかの構成で実行することになって
いる。

� Oracle 10gデータベース (Redhat Linux AS 3.0)
� Oracle 10gデータベース (Redhat Linux AS 2.1)
� Oracle 10gデータベース (SPARCまたは x86用の Solaris 9)
� Oracle 9i Release 2データベース (Redhat Linux AS 3.0)
� Oracle 9i Release 2データベース (Redhat Linux AS 2.1)
� Oracle 9i Release 2データベース (SPARC用の Solaris 9)

Oracleデータベースソフトウェアに関す
るそのほかの情報
プラグインを使用するためには、Oracleデータベースソフトウェアの知識が必要で
す。この製品に関するそのほかの情報については、次の Oracle情報を参照してくださ
い。
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� General Information about Oracle Database
(http://www.oracle.com/database/index.html)

� Documentation for Oracle Database 9i
(http://www.oracle.com/technology/documentation/oracle9i.html)

� Documentation for Oracle Database 10g
(http://www.oracle.com/
technology/documentation/database10g.html)
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第 2章

Oracleデータベースプラグインのリ
リースノート

この章では、Oracleデータベースプラグインの最新のニュースと既知の問題について
説明します。

� 13ページの「インストールに関する情報」
� 15ページの「実行時の問題」

インストールに関する情報
Oracleデータベースプラグインのインストール時の問題として次のものがあります。

Oracle 9iは Oracle 10gに依存する (6229179)
Oracle 9iプラグインのインストール時に次のメッセージが表示されることがありま
す。

Unable to install plug-in "com.sun.oracle9i_DB" version 1.0. This plug-in has a dependency
on another plug-in "com.sun.oracle10g_DB" version 1.0, which was not found. You may need to
install the missing plug-in first before re-trying to install this plug-in. (604010)

回避策: Oracle 10gデータベースプラグインを先にインポートしてください。2つの
Oracle データベースプラグインはどちらも、共通の OraSpt コンポーネントに依存し
ています。このコンポーネントは Oracle 10gプラグインの一部になっているため、
10gデータベースプラグインを先にインポートする必要があります。
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Linuxプランでの Oracle 9iのアンインストールが
失敗する (6227857)
RedHat Linuxシステムで Oracle 9i用のアンインストールプランを実行すると、次の
エラーメッセージが表示されます。

"unexpected signal 11" (SIGSEGV) in /lib/ld-linux.so.2 during the call to the
Oracle Universal Installer with the options "-silent -deinstall".

回避策:手動でファイルを削除します。

Linux AS 3.0で Oracle 10gのアンインストール処
理が不完全であると、再インストール処理が失敗
する (6254511)
回避策:手動でファイルを削除します。次の手順を実行します。

1. /opt/app/* Oracleディレクトリを削除します。
2. prep-OSスクリプトをインストールした Oracleディレクトリを削除します。
3. Oracleユーザーを削除します。
4. oinstallグループを削除します。
5. dbaグループを削除します。
6. /etcディレクトリの Oracle関連のファイルを削除します。
7. /etc/init.dディレクトリの init.cssdファイルを削除します。
8. /etc/rc5.dディレクトリの CSSファイルを削除します。

手順は、次の例のようになります。

# /bin/rm -rf /opt/app/*
# /bin/rm -rf /oracle
# /usr/sbin/userdel oracle
# /usr/sbin/groupdel oinstall
# /usr/sbin/groupdel dba

[root@booger SUNWn1sps]# cd /etc
[root@booger etc]# ls -l ora*
-rw-rw-r-- 1 oracle oinstall 55 Apr 13 08:48 oraInst.loc
-rw-rw-r-- 1 oracle root 760 Apr 13 10:43 oratab

oracle:
total 8
-rw-r--r-- 1 oracle oinstall 92 Apr 13 10:43 ocr.loc
drwxr-xr-x 3 root root 4096 Apr 13 08:53 scls_scr

# /bin/rm -fr ora*

# cd /etc/init.d

# /bin/rm -rf init.cssd
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# cd /etc/rc5.d
[root@booger rc5.d]# ls *css*
K96init.cssd S96init.cssd
# /bin/rm -rf K96init.cssd S96init.cssd

実行時の問題
実行時に起きることが判明している問題はありません。
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第 3章

Oracleデータベースプラグインのイン
ストールと構成

この章では、Oracleデータベースプラグインのインストールと構成に必要な手順を説
明します。

この章では、次の内容について説明します。

� 17ページの「Oracleデータベースプラグインの入手」
� 18ページの「Oracleデータベースプラグインを Sun N1 SPSに追加」
� 20ページの「環境に合わせてソリューションをカスタマイズ」

Oracleデータベースプラグインの入手
Oracleデータベースソリューションは、Sun N1 SPSソフトウェアへのプラグインと
してパッケージ化されています。プラグインは、Java™ Archive (JAR)ファイルとし
てパッケージ化されています。Oracleデータベースソリューション用のプラグイン
ファイルは、Sun N1 Service Provisioning System Supplement CDか Sun Download
Centerから入手できます。

Oracleデータベースプラグインは、2つの異なる JARファイルを使用してインポート
できます。使用状況に応じて正しいファイルを選択してください。

� Oracle 9iデータベースプラグイン

� Oracle 9iデータベースプラグインを初めてインポートする場合は、
com.sun.oracle9i_DB_2.0.jarファイルを選択します。

� 旧バージョンの Oracle 9iデータベースプラグインをすでにインポートしている
場合は、com.sun.oracle9i_DB_1.0_2.0.jarファイルを選択します。

� Oracle 10gデータベースプラグイン

� Oracle 10gデータベースプラグインを初めてインポートする場合は、
com.sun.oracle10g_DB_2.0.jarファイルを選択します。

17



� 旧バージョンの Oracle 10gデータベースプラグインをすでにインポートしてい
る場合は、com.sun.oracle10g_DB_1.0_2.0.jarファイルを選択します。

Oracleデータベースプラグインを Sun
N1 SPSに追加

注 – Oracle 9iデータベースをサポートする JARファイルと 10gデータベースをサポー
トする JARファイルは別のものです。ただし、いくつかの共通のコンポーネントが
Oracle 10gプラグインに組み込まれています。その結果、Oracle 9iをサポートするに
は、Oracle 9iプラグインと Oracle 10gプラグインをインストールする必要がありま
す。Oracle 10gをサポートするには、Oracle 10gプラグイン JARファイルをインス
トールするだけで十分です。

あるプラグインを Sun N1 SPS製品に認識させるには、プラグインをマスターサー
バーにインポートする必要があります。旧バージョンの Oracleデータベースプラグイ
ンをすでにインポートしている場合は、新しいプラグインにアップグレードする必要
があります。

� ブラウザインタフェースを使用して Oracleデータ
ベースプラグインをインポートする
プラグインをインポートまたはアップグレードするには、『Sun N1 Service
Provisioning System 5.1システム管理者ガイド』の第 5章「プラグインの管理」で説
明されている手順に従います。

1. ブラウザインタフェースのメインウィンドウの「Administrative」セクションで、
「Plug-ins」をクリックします。

2. 「Plug-ins」ページの「Action」列にある「Import」をクリックします。

3. JARファイルをダウンロードした場所に移動します。

� Oracle 9iデータベースプラグイン

� Oracle 9iデータベースプラグインを初めてインポートする場合は、
com.sun.oracle9i_DB_2.0.jarファイルを選択します。

� 旧バージョンの Oracle 9iデータベースプラグインをすでにインポートして
いる場合は、com.sun.oracle9i_DB_1.0_2.0.jarファイルを選択しま
す。

手順
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� Oracle 10gデータベースプラグイン

� Oracle 10gデータベースプラグインを初めてインポートする場合は、
com.sun.oracle10g_DB_2.0.jarファイルを選択します。

� 旧バージョンの Oracle 10gデータベースプラグインをすでにインポートし
ている場合は、com.sun.oracle10g_DB_1.0_2.0.jarファイルを選択
します。

4. 「Continue to Import」ボタンをクリックします。

インポートが正常に終了すると、プラグインの詳細ページが開いて、そのプラグイ
ンによって提供されるオブジェクトが表示されます。

� CLIを使用して Oracleデータベースプラグインを
インポートする
コマンド行を使用してプラグインをインポートすることもできます。

� CLIからプラグインファイルをインポートするには、次のように入力します。

% cr_cli -cmd plg.p.add -path plugin-filename -u username -p password

� Oracle 9iデータベースプラグイン

� Oracle 9iデータベースプラグインを初めてインポートする場合、
plugin-filenameは com.sun.oracle9i_DB_2.0.jarです。

� 旧バージョンの Oracle 9iデータベースプラグインをすでにインポートして
いる場合、plugin-filenameは com.sun.oracle9i_DB_1.0_2.0.jarで
す。

� Oracle 10gデータベースプラグイン

� Oracle 10gデータベースプラグインを初めてインポートする場合、
plugin-filenameは com.sun.oracle10g_DB_2.0.jarです。

� 旧バージョンの Oracle 10gデータベースプラグインをすでにインポートし
ている場合、plugin-filenameは com.sun.oracle10g_DB_1.0_2.0.jar
です。

手順
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環境に合わせてソリューションをカスタ
マイズ

リモートエージェントに関する要件
プロビジョニングソフトウェアのリモートエージェント (RA)をインストールする場
合は、RAが rootとして実行されるように設定してください。Oracleのインストー
ルでは通常、ユーザーとして oracleが使用されますが、インストールプロセスで生
成されるスクリプトの中には rootとして実行されるものがあります。

Linuxシステム用の共有メモリーとセマフォーの設
定
Linuxシステムでは、次のセマフォーと共有メモリーの設定が使用されます。

kernel.shmmax = 1073741824
kernel.shmall = 536870912
kernel.sem = 250 32000 100 128
net.ipv4.ip_local_port_range = 32768 65000

注 –これらの値はインストール時に設定されます。したがって、ユーザーが設定する
必要はありません。

kernel.shmmaxの実際の値は、ターゲットホストのメモリー量によって異なりま
す。この値は、OraSptプランによってその実行時に動的に調整されます。

Solarisシステム用の共有メモリーとセマフォーの
設定
Solarisシステムの場合も、前述の Linuxシステム用の設定に似たと共有メモリーの設
定を行う必要があります。これらの値の設定は、Oracleデータベースソフトウェアを
インストールする前に行う必要があります。詳細については、Oracleのマニュアルを
参照してください。

SPARCで動作する Oracle 9i用の Solarisパッチ
Solaris SPARCシステムで Oracle 9iを実行する場合は、SunSolve web siteから 3つの
Solarisパッチをダウンロードし、システムにインストールする必要があります。

20 Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (Oracle Database Plug-In 2.0) • 2005
年 9月

http://sunsolve.sun.com


� 112785-45
� 112963-17
� 113096-03

注 –パッチリストは、このドキュメントのリリース時点から変更されている可能性が
あります。Solarisシステム上の Oracleに適用される最新パッチについては、Oracle
web siteと SunSolveを確認してください。
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第 4章

Oracleデータベースプラグインの使用
法

Oracleデータベースプラグインは、Oracle 9iおよび 10gのシングルインスタンスデー
タベースソフトウェアを使用して作業するための特定のコンポーネントと機能を提供
します。この章では、次の内容について説明します。

� 23ページの「Oracleデータベースプラグインプロセスの概要」
� 24ページの「Oracleサポートスクリプト」
� 25ページの「Oracleシングルインスタンスソフトウェア」
� 33ページの「データベースの作成と使用」
� 36ページの「コンポーネント」
� 36ページの「障害追跡」

Oracleデータベースプラグインプロセス
の概要

注 –このリリースの Oracleデータベースプラグインは、シングルインスタンス環境の
Oracleデータベースソフトウェアだけをサポートしています。Oracle RAC (Real
Application Clusters)のサポートは含まれていません。

Oracleデータベースプラグインを使用するためには、いくつかの手順を行う必要があ
ります。

1. 個別のノードで使用する Oracleデータベースソフトウェアを購入します。

2. Oracleシステムをインストールするディレクトリ構造を定義します。

3. 必要なパッチを Oracle Webサイトからダウンロードします。
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注 –現在、Linuxシステム用の Oracle 9iに適用するパッチがあります。さらに、
Solaris SPARCシステムで Oracle 9iを実行する場合は、20ページの「SPARCで動
作する Oracle 9i用の Solarisパッチ」で述べた Solarisパッチをインストールして
ください。

4. ターゲットの Oracleシステムに適用したいディレクトリ構造を定義します。

5. Oracle 9iの場合

� syspassセッション変数が設定されていなければなりません。

� Oracle 9iソフトウェアとサポートスクリプトをインストールします。詳細は、
25ページの「Oracle Database 10g用の Oracleシングルインスタンスソフト
ウェアをインストールする」を参照してください。

� Oracle 9iデータベースを作成します。詳細は、33ページの「Oracle 9iデータ
ベースを作成する」を参照してください。

6. Oracle 10gの場合

� Oracle 10gソフトウェアとサポートスクリプトをインストールします。詳細
は、25ページの「Oracle Database 10g用の Oracleシングルインスタンスソフ
トウェアをインストールする」を参照してください。

� Oracle 10gデータベースを作成します。詳細は、34ページの「Oracle 10g
データベースを作成する」を参照してください。

Oracleサポートスクリプト
Oracleサポートスクリプトでは主に、適切な Oracleユーザーの作成や、共有メモ
リーの定義、セマフォー設定の作成などを行います。これらのスクリプトは OraSpt
コンポーネントに含まれています。サポートスクリプトは、シングルインスタンスソ
フトウェアのインストール時にインストールされます。

Oracleユーザーおよびグループ
OraSptコンポーネントは 1つの OSユーザーと 2つの OSグループを作成します。

� ユーザー : oracle
� グループ: oinstall
� グループ: dba

NISまたは LDAPにグループが存在する場合、サポートスクリプトはグループ名
に「n1」を付加します。したがって、グループ dbaがすでに存在する場合は、ユー
ザー n1dbaが作成されます。
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Oracleシングルインスタンスソフト
ウェア
SingleInstコンポーネントは、シングルノード Oracleデータベースソフトウェア用の
ファイルをカプセル化し、配備します。

� セッション変数を設定する
Oracleデータベースインスタンスをインストールしたり、データベースを作成する前
に、セッション変数 sysPassを設定する必要があります。この変数は、データベー
スユーザー SYSや SYSTEMのデフォルトパスワードとなります。

注 –ここで定義するパスワードは、SQL*Plusの実行に使用するパスワードでもありま
す。

Sun N1 SPSブラウザインタフェースからセッション変数を設定する場合は、次のよう
にします。

1. Sun N1 SPSブラウザインタフェースのウィンドウ最上部にある「Session
Variables」をクリックします。

2. 「Session Variable」フィールドに syspassと入力します。

3. 「Password」列のボックスにチェックを入れます。

4. 「Value」フィールドに、データベースユーザー SYSと SYSTEMに使用するパス
ワードを入力します。

パスワードは入力と同時に暗号化されます。

5. 「Action」列の「Create」をクリックします。

6. プロンプトが表示されたら適切なパスワードを入力します。

� Oracle Database 10g用の Oracleシングルインスタ
ンスソフトウェアをインストールする

1. Sun N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで Oracle
Database 10gを選択します。

手順

手順
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2. 「Oracle Database 10g Common Tasks」ページで「Install」をクリックします。

3. 「Plans Details」ページで「Run」をクリックします。

4. Oracleサポートスクリプト用に使用する変数を選択します。

注 – Oracle 10gデータベースプラグインの初回インストール時には、default以
外の変数セットを作成する必要があります。

� 既存の変数セットを使用する場合は、「Plan Parameters」テーブルの OraSpt
コンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成する場合は、「Plan Parameters」テーブルの OraSpt
コンポーネント行にある「Select from List」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 「Set Name」フィールドに変数セットの名前を入力します。

c. installPath用のフィールドに、サポートスクリプトをインストールする場
所を示すフルパスを入力します。

たとえば /var/tmp/Ora_Sptと入力します。

d. installerHome用のフィールドに、Oracleソフトウェアファイルの場所を示
すフルパスを入力します。

たとえば /mnt/Ora10gR1と入力します。

このパスは CD、または適切なファイルが格納されているほかの場所を示す
ことができます。Oracle 10gの場合、installerHome変数はソフトウェア
CDの最上位ディレクトリを示します。このディレクトリは、Disk1ディレ
クトリの上に位置する親ディレクトリです。

e. シングルインスタンスサポートファイルに対して、racInstallフィールドが
FALSEに設定されているか確認します。

f. 変数セットを保存します。

g. 「Plan Parameters」テーブルの OraSptコンポーネント行にあるドロップ
ダウンメニューから、上で保存した変数セットを選択します。

5. シングルインスタンスソフトウェア用に使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用する場合は、「Plan Parameters」テーブルの
SingleInstコンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択し
ます。

� 新しい変数セットを作成する場合は、「Plan Parameters」テーブルの
SingleInstコンポーネント行にある「Select from List」をクリックします。
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a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. installPath用のフィールドに、Oracleサイレント応答ファイルを格納する
場所を示すフルパスを入力します。

たとえば /var/tmp/Oracle10gと入力します。

d. ORACLE_HOME_NAME用のデフォルト値が使用されるコンポーネントが
このホスト上にすでに存在する場合は、変数 ORACLE_HOME_NAMEの
値を定義します。

注 –同じ物理ホストにインストールされている 2つのコンポーネントが同じ
ORACLE_HOME_NAMEをもつことはできません。

e. installerHome用のフィールドに、Oracleソフトウェアファイルの場所を示
すフルパスを入力します。

たとえば /mnt/Ora10gR1と入力します。

このパスは CD、または適切なファイルが格納されているほかの場所を示す
ことができます。installerHome変数はソフトウェアの最上位ディレクトリ
を示します。このディレクトリは、Disk1ディレクトリの上に位置する親
ディレクトリです。

f. ORACLE_BASE用のフィールドに、Oracleソフトウェアをインストールす
るルートディレクトリへのパスを入力します。

たとえば /opt/app/oracleと入力します。

g. このホストで Oracleリスナーを実行する場合は、crListenerの値を TRUE
に設定します。

注 – 1つの物理ホストでは 1つの Oracleリスナーだけを実行することをお勧
めします。

h. softGroup変数と dbaGroup変数が正しいか確認します。

i. ターゲットホストで次のコマンドを入力します。id -a oracle .

ii. oracleユーザー用に作成したグループ名をメモします。

iii.これらのグループ名が softGroupまたは dbaGroupフィールドのデ
フォルト名と異なる場合は、これらの値を必要に応じて変更します。
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i. TOPLEVEL_COMPONENT変数が、インストールする Oracleのバー
ジョンと完全に一致しているか確認します。

たとえば、10.1.0.3.0をインストールする場合には、
TOPLEVEL_COMPONENT変数の値をデフォルトの 10.1.0.2.0から
10.1.0.3.0に変更する必要があります。

j. 必要に応じてほかの変数を変更します。

注 – oraPrflFile変数の場合、環境ファイルは Bourneシェル、Kornシェル、
またはバッシュのプロファイルでなければなりません。Cシェルはサポート
されていません。

k. 変数セットを保存します。

l. 「Plan Parameters」テーブルの SingleInstコンポーネント行にあるド
ロップダウンメニューから、上で保存した変数セットを選択します。

6. ターゲットホストを選択するには、「Plans Details Run」ページの「Target
Host」フィールドの次にある「Select from List」をクリックします。

注 –このプラグインではこのコンポーネントをホストセットにインストールできま
すが、ホストセットは、シングルインスタンスインストールよりも RACインス
トールの場合の方が意味があるといえます。

7. ソフトウェアをインストールするには、「Run Plan (includes preflight)」をク
リックします。

� Oracle Database 9i用の Oracleシングルインスタ
ンスソフトウェアをインストールする

1. Sun N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで Oracle
Database 9iを選択します。

2. 「Oracle Database 9i Common Tasks」ページで「Install」をクリックします。

3. 「Plans Details」ページで「Run」をクリックします。

4. Oracleサポートスクリプト用に使用する変数を選択します。

手順

28 Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (Oracle Database Plug-In 2.0) • 2005
年 9月



注 – Oracle 9iデータベースプラグインの初回インストール時には、default以外
の変数セットを作成する必要があります。

� 既存の変数セットを使用する場合は、「Plan Parameters」テーブルの OraSpt
コンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択します。

� 新しい変数セットを作成する場合は、「Plan Parameters」テーブルの OraSpt
コンポーネント行にある「Select from List」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. installPath用のフィールドに、サポートスクリプトをインストールする場
所を示すフルパスを入力します。

たとえば /var/tmp/Ora_Sptと入力します。

d. installerHome用のフィールドに、Oracleソフトウェアファイルの場所を示
すフルパスを入力します。

たとえば /mnt/Ora9iR2と入力します。

installerHome変数はソフトウェアの最上位ディレクトリを示します。この
ディレクトリは、Disk1ディレクトリの上に位置する親ディレクトリで
す。Linux用 Oracle 9iの場合、installerHome変数は、Oracle Patch No.
3006854を含むディレクトリを示します。

注 – Oracleデータベースプラグインは、インストール処理時の CDの入れ替
えをサポートしていません。Oracle 9iは 3つの物理 CDから構成されてい
るため、これらの CDを 1つの場所にコピーして、そこからすべての情報を
入手できるようにする必要があります。

e. Linux用 Oracle 9iを実行する場合は、oracleRel変数に 9iR2を設定しま
す。

f. シングルインスタンスサポートファイルに対して、racInstallフィールドが
FALSEに設定されているか確認します。

注 – Oracleデータベースプラグインのこのリリースは、シングルインスタン
ス環境の Oracleデータベースソフトウェアだけをサポートしています。
Oracle RAC (Real Application Clusters)のサポートは含まれていません。し
たがって、racInstall変数の値は FALSEのままでなければなりません。

g. 変数セットを保存します。
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h. 「Plan Parameters」テーブルの OraSptコンポーネント行にあるドロップ
ダウンメニューから、上で保存した変数セットを選択します。

5. シングルインスタンスソフトウェア用に使用する変数を選択します。

� 既存の変数セットを使用する場合は、「Plan Parameters」テーブルの
SingleInstコンポーネント行にあるドロップダウンメニューから名前を選択し
ます。

� 新しい変数セットを作成する場合は、「Plan Parameters」テーブルの
SingleInstコンポーネント行にある「Select from List」をクリックします。

a. 「Create Set」をクリックします。

b. 変数セットの名前を入力します。

c. installPath用のフィールドに、Oracleサイレント応答ファイルを格納する
場所を示すフルパスを入力します。

たとえば /var/tmp/Oracle9iR2と入力します。

d. ORACLE_HOME_NAME用のデフォルト値が使用されるコンポーネントが
このホスト上にすでに存在する場合は、変数 ORACLE_HOME_NAMEの
値を定義します。

注 –同じ物理ホストにインストールされている 2つのコンポーネントが同じ
ORACLE_HOME_NAMEをもつことはできません。

e. installerHome用のフィールドに、Oracleソフトウェアファイルの場所を示
すフルパスを入力します。

たとえば /mnt/Ora9iR2と入力します。

installerHome変数はソフトウェアの最上位ディレクトリを示します。こ
のディレクトリは、Disk1ディレクトリの上に位置する親ディレクトリで
す。Linux用 Oracle 9iの場合、installerHome変数は、Oracle Patch No.
3006854を含むディレクトリを示します。

注 – Oracleデータベースプラグインは、インストール処理時の CDの入れ替
えをサポートしていません。Oracle 9iは 3つの物理 CDから構成されてい
るため、これらの CDを 1つの場所にコピーして、そこからすべての情報を
入手できるようにする必要があります。

f. ORACLE_BASE用のフィールドに、Oracleソフトウェアをインストールす
るルートディレクトリへのパスを入力します。

次に例を示します。 /opt/app/oracle9
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g. このホストで Oracleリスナーを実行する場合は、crListenerの値を TRUE
に設定します。

注 – 1つの物理ホストでは 1つの Oracleリスナーだけを実行することをお勧
めします。

h. softGroup変数と dbaGroup変数が正しいか確認します。

i. ターゲットホストで次のコマンドを入力します。id -a oracle .

ii. oracleユーザー用に作成したグループ名をメモします。

iii.これらのグループ名が softGroupまたは dbaGroupフィールドのデ
フォルト名と異なる場合は、これらの値を必要に応じて変更します。

i. TOPLEVEL_COMPONENT変数が、インストールする Oracleのバー
ジョンと完全に一致しているか確認します。

j. 必要に応じてほかの変数を変更します。

注 – oraPrflFile変数の場合、環境ファイルは Bourneシェル、Kornシェル、
またはバッシュのプロファイルでなければなりません。Cシェルはサポート
されていません。

k. 変数セットを保存します。

l. 「Plan Parameters」テーブルの SingleInstコンポーネント行にあるド
ロップダウンメニューから、上で保存した変数セットを選択します。

6. ターゲットホストを選択するには、「Plans Details Run」ページの「Target
Host」フィールドの次にある「Select from List」をクリックします。

注 –このプラグインではこのコンポーネントをホストセットにインストールできま
すが、ホストセットは、シングルインスタンスインストールよりも RACインス
トールの場合の方が意味があるといえます。

7. ソフトウェアをインストールするには、「Run Plan (includes preflight)」をク
リックします。
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� Oracle Database 10g用の Oracleシングルインスタ
ンスソフトウェアをアンインストールする

1. Sun N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで Oracle
Database 10gを選択します。

2. 「Oracle Database 10g Common Tasks」ページで「Uninstall」をクリックしま
す。

3. 「plans」、「details」ページの順に選択し、「run」ボタンをクリックします。

4. ホストを選択します。

� 「target host text」フィールドにホスト名を入力します。

� 「Select From List」リンクを使用します。

a. 「Select From List」リンクをクリックします。
b. 「Current Found Hosts」リストからサーバーを選択します。
c. 「Add Hosts to Main Window」ボタンをクリックします。

5. 「Cleanup Users, Install File and Start Scripts」チェックボックスを選択します。

注 – Linuxアンインストール用の「Cleanup Users, Install File and Start Scripts」
チェックボックスが選択されていない場合、あとでデータベースをインストールす
るときに失敗する場合があります。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� Oracle Database 9i用の Oracleシングルインスタ
ンスソフトウェアをアンインストールする

1. Sun N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで Oracle
Database 9iを選択します。

2. 「Oracle Database 9i Common Tasks」ページで「Uninstall」をクリックしま
す。

3. 「plans」、「details」ページの順に選択し、「run」ボタンをクリックします。

4. ホストを選択します。

� 「target host text」フィールドにホスト名を入力します。

� 「Select From List」リンクを使用します。

手順

手順
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a. 「Select From List」リンクをクリックします。
b. 「Current Found Hosts」リストからサーバーを選択します。
c. 「Add Hosts to Main Window」ボタンをクリックします。

5. 「Cleanup Users, Install File and Start Scripts」チェックボックスを選択します。

注 – Linuxアンインストール用の「Cleanup Users, Install File and Start Scripts」
チェックボックスが選択されていない場合、あとでデータベースをインストールす
るときに失敗する場合があります。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

データベースの作成と使用

データベースについて
Oracleデータベースには 3つの種類があります。

� 汎用目的 –多様なトランザクションが混在した汎用的なデータベース

� データウェアハウス –長時間を要する非定型的な照会に最適なデータベース

� トランザクション処理 –多数の短いトランザクションや定型的な照会に使用するト
ランザクション指向のデータベース

� Oracle 9iデータベースを作成する

1. Sun N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで Oracle
Database 9iを選択します。

2. 「Oracle Database 9i Common Tasks」ページで「Create」をクリックします。

3. 「Plans Details」ページで「Run」をクリックします。

4. 「Plan Details Run」ページで、データベースを作成するターゲットホストを選択
します。

5. 「Plan Details Run」ページでプランの変数情報を入力します。

a. 必要な場合は Oracle Serviceの名前を変更します。

Oracle 9iの場合は、サービス名を or9iとするとよいでしょう。

手順
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b. このサービスをデフォルトサービスにする場合は、チェックボックスをク
リックします。

c. このデータベースに適用するデータベーステンプレートの名前を入力します。
デフォルトのデータベーステンプレートは General_Purposeです。このテン
プレートは、データベースが、複数のトランザクションタイプに対して使用さ
れることを意味します。そのほかのテンプレートとしては次のものがありま
す。

� Data_Warehouse –長時間を要する非定型的な照会に最適なデータベース
� Transaction_Processing –多数の短いトランザクションや定型的な照
会に使用するトランザクション指向のデータベース

d. 必要な場合は、データベースに使用する文字セットを変更します。
デフォルトの文字セットはWestern European (ISO 8859)です。Oracleでの文
字セットについては、Oracleのマニュアルを参照してください。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� Oracle 10gデータベースを作成する

1. Sun N1 SPSブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで Oracle
Database 10gを選択します。

2. 「Oracle Database 10g Common Tasks」ページで「Create」をクリックします。

3. 「Plans Details」ページで「Run」をクリックします。

4. 「Plan Details Run」ページで、データベースを作成するターゲットホストを選択
します。

5. 「Plan Details Run」ページでプランの変数情報を入力します。

a. 必要な場合は Oracle Serviceの名前を変更します。
Oracle 10gの場合は、サービス名を or10gとするとよいでしょう。

b. このサービスをデフォルトサービスにする場合は、チェックボックスをク
リックします。

c. このデータベースに適用するデータベーステンプレートの名前を入力します。

デフォルトのデータベーステンプレートは General_Purposeです。このテン
プレートは、データベースが、複数のトランザクションタイプに対して使用さ
れることを意味します。そのほかのテンプレートとしては次のものがありま
す。

� Data_Warehouse –長時間を要する非定型的な照会に最適なデータベース
� Transaction_Processing –多数の短いトランザクションや定型的な照
会に使用するトランザクション指向のデータベース

手順
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d. このデータベースに対して使用するストレージタイプを選択します。

� デフォルトでは、ストレージタイプは FS (ファイルシステム)です。

� ASM (Automatic Storage Management)では、高可用性 (RAID)ソリュー
ションがサポートされます。

そのほかの情報や、そのほかのユーザー設定を実行する必要がある場合は、
Oracleのマニュアルを参照してください。

ASMストレージタイプを使用する場合は、4つのフィールドに追加情報を
指定する必要があります。

i. ASM用に使用する一連の rawディスクを入力します。

ii. 採用する ASM冗長性タイプを選択します。

iii. ASM用に使用するディスクグループの名前を入力します。

iv. ASM管理用に使用するパスワードを入力します。

� RAWでは、どのファイルシステムユーティリティーもサポートされませ
ん。

e. 会社全体をローカルのWebサイトから管理するか、中央のWebサイトから管
理するかを選択します。

中央のWebサイトから一元的に管理する場合は、URLを指定します。

注 –一元的な管理を行う場合は、データベースを作成する前に、管理エー
ジェントをターゲットにインストールする必要があります。ここでローカル管
理を選択しても、あとで一元的な管理に変更することができます。

f. 必要な場合は、データベースに使用する文字セットを変更します。

デフォルトの文字セットはWestern European (ISO 8859)です。Oracleでの文
字セットについては、Oracleのマニュアルを参照してください。

g. (省略可能) Flashバックアップを有効にする場合は、バックアップディレクト
リへのパスを入力します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

同じホストで Oracle 9iと 10gを使用する方法
ソフトウェアのインストールとデータベースの作成が終わったら、ソフトウェアの両
バージョンを同じホストで実行するために、Oracleネットサービス構成を結合する必
要があります。基本的には、ネットサービス名とリスナー情報をホスト上の 1つのリ
スナーとして結合する必要があります。詳細は、Oracleのマニュアルを参照してくだ
さい。

第 4章 • Oracleデータベースプラグインの使用法 35



コンポーネント
Oracleデータベースプラグインには 2つのコンポーネントが含まれています。

� OraSpt
� SingleInst

OraSptコンポーネント
OraSptコンポーネントには、Oracleデータベース用のサポートファイルがありま
す。

SingleInstコンポーネント
SingleInstコンポーネントは、シングルノード Oracleデータベースソフトウェア
用のファイルをカプセル化し、配備します。

障害追跡
問題:データベースソフトウェアのインストール時にエラーが起こった。

対処方法: installerHome変数の値をチェックしてください。この変数は、
installerHomeの値にある種の情報を自動的に付加します。たとえば、Oracleソフト
ウェアがディレクトリ /appsrc/Disk1/runInstallerにある場合は、
installerHome変数に /appsrcだけを設定します。必要に応じてプラグインは、
installerHome変数に定義されているパスに Disk1/...を付加します。

問題:コンポーネントの配備時にエラーが起こった。

対処方法:次の手順を実行します。

1. installPathか ORACLE_BASE変数で指定したパスに配備されているファイルを削
除します。

2. Linuxシステムの場合は /etcディレクトリにあるファイル oraInst.locを、
Solarisシステムの場合は /var/opt/oracleディレクトリにあるファイル
oraInst.locをそれぞれ削除します。

3. oracleユーザーが所有するプロセスを終了させます。

4. 配備を再度行います。
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